
固化ヤード・素堀側溝の
土壌調査結果
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１．ﾀﾞｽﾄ精錬炉関係土壌調査実施状況

公共用地（県有地）
西5号

西7号

南海水南

南排水西1号

西6号

新中1号
北海水北

北排水1号

東排水南1号

東排水中央1号
南1号

西４号

南海水北

南2号

南3号

西工場

東工場

生浜工場

④原料ﾔｰﾄﾞ

①ﾀﾞｽﾄ精錬炉周辺
③ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ周辺

素掘り側溝

②ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ
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シアン含有スラジ仮置

シアン含有スラジ仮置
シアン含有水地下浸透

ミスト飛散
シアン含有清掃物

推定汚染原因

今回報告
（その１）

汚染範囲
特定済

②固化ﾔｰﾄﾞ
③素堀側溝

汚染範囲
特定済

汚染範囲
特定済

状況

④原料ﾔｰﾄﾞ

①ﾀﾞｽﾄ精錬
炉周辺

対象地区
現在浄化実
施準備中

今回報告
（その２）

備考



２．調査方法

ﾀﾞｽﾄ
固化ﾔｰﾄﾞ

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ﾀﾞｽﾄ
精錬炉
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5地点の深さ方向のｼｱﾝ汚染②深度方向の

汚染状況調査

【調査項目】

　土壌溶出

固化ﾔｰﾄﾞ
内

<1次調査>

90～180mﾋﾟｯﾁにｼｱﾝ汚染状況を調査｡

<2次調査>

1次調査にてｼｱﾝ汚染が確認された4地
点について汚染範囲を特定

（10m区画で調査）

汚染範囲の特定

【調査項目】

①地下水

②底質・土壌溶出

素掘側溝
沿い

5地点における水位変動調査③地下水水位調査

5地点の深さ方向土質①深度方向の土質
調査

固化ﾔｰﾄﾞ
周囲

調査場所

<1次調査>

30mﾋﾟｯﾁで固化ﾔｰﾄﾞ周囲のｼｱﾝ汚染状
況を調査｡

<2次調査>

1次調査地点間を10mﾋﾟｯﾁで調査｡

ｼｱﾝ汚染が確認された場合は､汚染範囲
の特定ができるまで適宜範囲を拡大｡

調査概要

汚染範囲の特定

【調査項目】

①地下水

②土壌溶出

調査目的



ﾀﾞｽﾄ固化
ﾔｰﾄﾞ

調査範囲

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ダスト精錬炉

３．固化ﾔｰﾄﾞ、北側素掘り側溝（１次調査結果：土壌溶出）

34地点中 4地点
で汚染を確認

調査結果

ﾀﾞｽﾄ固化ヤード周囲

調査ｴﾘｱ
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図中記号

ｼｱﾝ検出値

：0.1未満

：0.1～0.3

：0.3～1.0

：1.0以上

：調査中◎

ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ

４地点とも汚染なし北側素掘側溝



ﾀﾞｽﾄ固化
ﾔｰﾄﾞ

調査範囲

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ダスト精錬炉
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ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ

北側素掘り側溝

図中記号

ｼｱﾝ検出値

：0.1未満

：0.1～0.3

：0.3～1.0

：1.0～2.0

：2.0～3.0

：3.0以上

４．固化ﾔｰﾄﾞ、北側素掘り側溝（１次調査結果：地下水）

34地点中 22地点
で汚染を確認

調査結果

ﾀﾞｽﾄ固化ヤード
周囲

調査ｴﾘｱ

4地点中2地点で
汚染を確認

北側素掘側溝



ﾀﾞｽﾄ固化
ﾔｰﾄﾞ

調査範囲

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ダスト精錬炉

５．西側素堀側溝（1次調査結果地下水・底質及び土壌ｼｱﾝ溶出）

調査結果

12地点中2地点で汚染を確認
（2点中1点は 底質の汚染)

12地点とも汚染なし

土壌溶出

地下水西側
素掘側溝

調査ｴﾘｱ

側溝調査地点A
(土壌溶出）
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図中記号

ｼｱﾝ検出値

：0.1未満

：0.1～0.3

：0.3～1.0

：1.0以上

西側素掘り側溝

側溝調査地点B 
(底質溶出)

土壌溶出データ



ﾀﾞｽﾄ固化
ﾔｰﾄﾞ

調査範囲

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ダスト精錬炉

６．西側素堀側溝（調査結果:土壌溶出）

A地点：土壌溶出が確認され
た地点の周辺土壌を調査し、
汚染範囲を特定

Ｂ地点

底質より溶出が確認
された地点の周辺土
壌について溶出試験
を実施し汚染範囲を
特定 7



ﾀﾞｽﾄ固化
ﾔｰﾄﾞ

調査範囲

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ダスト精錬炉
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７．固化ﾔｰﾄﾞ、北側素掘り側溝（調査結果：土壌溶出）

ダスト固化ヤード、北側素堀側溝周囲の汚染範囲の特定完了

土壌（地下水）汚染範囲を特定するため、10mメッシュにて

固化ヤードの囲い込みを実施
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８．固化ﾔｰﾄﾞ深さ方向調査結果（土壌溶出）

ＢＣ1-ＢＣ3-ＢＣ５

ＢＣ２-ＢＣ3-ＢＣ４

深さ方向の汚染

ＢＣ-３で最深 AP+2m（GL-6m）で

ｼｱﾝ検出（0.77mg/l)

それより深い部分では不検出

BC-2 BC-3

BC-4

BC-1 BC-3
BC-5

砂

鉱滓混じりﾀﾞｽﾄ

ｼﾙﾄ

ﾀﾞｽﾄ
砂

砂

鉱滓混じりﾀﾞｽﾄ

ｼﾙﾄ

ﾀﾞｽﾄ
ﾀﾞｽﾄ混じり砂

BC-1

BC-2 BC-3
BC-4

BC-5

AP
10m

5m

0m

-5m

AP
10m

5m

0m

-5m

0.65

2.65

4.65

ND

-1.95

0.05

2.05

4.05

6.05 5.94

3.94

1.94

-0.06

0.25

0.77

0.15

0.22

溶出濃度mg/l
溶出濃度mg/l

溶出濃度mg/l
ND

ND

溶出濃度mg/lND溶出濃度mg/lND
溶出濃度mg/lND

0.25

0.77

3.56

-0.44

7.61

5.61

3.61

1.61

-0･39

-1.95

0.05

2.05

4.05

6.05

（参考）　

　AP±0m：干潮時海面高さ

　埋立前海底面：AP-2～ AP-5m付近



ﾀﾞｽﾄ固化
ﾔｰﾄﾞ

調査範囲

北側
素掘り
側溝

西側素掘り側溝

ダスト精錬炉
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９．固化ﾔｰﾄﾞ、北側素掘り側溝（調査結果：地下水）

ダスト固化ヤード、北側素堀側溝周囲の汚染範囲を特定

地下水汚染の範囲を特定するよう10mメッシュにて固化ヤードの囲い込み実施



BC-1

BC-2 BC-3
BC-4

BC-5
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1０．地下水位変動調査結果(1)

2006年2月1日より2月28日の間にて地下水位の連続測定実施

4.024.094.124.224.262006/2/24　12:00

4.004.094.114.164.212006/2/20　12:00

4.054.124.154.314.342006/2/6　 12:00

BC-5BC-4BC-3BC-2BC-1計測日時

水位 AP(m)

ＢＣ１，２側が高くＢＣ４、５
側が低い

その差　約0.2～0.3m

A
P

(m
)

BC1 BC2 BC3 BC4 BC5

5.0

4.5

4.0

3.5
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11．地下水位変動調査結果(2)
地

下
水

位
A

P
(m

)
5.0

4.5

4.0

3.5

時
間

降
雨

量
m

m

0

2

4

6

8

潮
位

A
P

(m
)

-0.8

0.0

0.8

1.6

2.4

地下水水位は
降雨量の影響は若干受けるが
潮位の影響はほとんど受けない｡
地下水位傾向は
ＢＣ１，２側が高く
ＢＣ４、５側が低い

BC1 BC2 BC3 BC4 BC5
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12.地下水位等高線(1)

水位測定結果より水位等高線作成

4.30

4.30

4.20

4.10

4.05

4.20

4.10

BC-1

BC-2

BC-4
BC-3

BC-5

付図-7.2　地下水位コンター図　時期：2月6日　12:00

2006年2月6日12時

4.20

4.20

4.10

4.00

4.10

4.00

付図-7.3　地下水位コンター図　時期：2月20日　12:00

BC-1

BC-2

BC-4
BC-3

BC-5

2006年2月20日12時

地下水の流向は北東から東北東
（ＢＣ-1,2からＢＣ4,5の方向）
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13.地下水位等高線(2)

水位測定結果より水位等高線作成

4.25

4.25

4.15

4.10

4.05

4.15

4.10

付図-7.4　地下水位コンター図　時期：2月24日　12:00

BC-1

BC-2

BC-4
BC-3

BC-5

2006年2月24日12時

2006/2/24

2006/2/20

2006/2/6　

計測日時

2.570.770.001130.17

1.820.540.000800.12

3.331.000.001470.221502.16x10-3

実流速
Vn(m/年）

ﾀﾞﾙｼｰ流速
Vd(m/年）

動水勾配i水位差
⊿ｈ(m)

透水層長
⊿ｌ(m)

透水係数
k(cms)

地下水の流向は北東から東北東
（ＢＣ-1,2からＢＣ4,5の方向）

流速は実流速として1.8～3.3m/年と非常に遅い。

＊ＢＣ-１とＢＣ-４の間で算定



4.30

4.30

4.20

4.10

4.05

4.20

4.10

西側素掘り側溝
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14．地下水観測計画

ｼｱﾝ汚染地下水の拡散による公共水域への流出を監視するため、
観測井戸を設置し継続的に監視する。

<0.1NO.2
(AP+0.5m)

<0.1NO.1
(AP+2.0m)

実績
CN
mg/L

既設
観測井

ｼｱﾝ汚染範囲の北側
及び東側に観測井戸
を設置し、監視実施。

観測井戸にてｼｱﾝ汚
染が確認された場合
は更なる追加対策を
検討実施する。

BC1

BC2

BC3
BC4

BC5



15．まとめ

Ⅰ　調査結果

　　　（１）固化ﾔｰﾄﾞ ： 汚染範囲を特定　

　　　 深さ方向ではGL-6mまで汚染を確認

　　　　　　　　　　　　　　それ以深では汚染は確認されない。　（土壌溶出）

　　　（２）素掘側溝 ： 汚染範囲を特定（土壌溶出）

　　　（３）地下水観測井戸　：汚染範囲の北東部に設置した観測井戸では

　　　　　　　　　 ｼｱﾝ濃度不検出 （１回/月実施）

Ⅱ　今後の予定

　　　（１）観測井戸の設置　汚染範囲の北側および東側に地下水観測井戸を設置し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　汚染地下水が公共用水域へ流出しないことを確認。

　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、観測井戸で汚染が確認された場合は、

改めて汚染対策を検討実施する。
16


